[bookmark: _GoBack]13m0108a 柳原　崇

　まず、ラミンのリン酸化により、G1期に核膜が崩壊する。次に、S期に中心体が2つに分裂し、そこからG2期を経て、M期に入る。M期には、コンデンシンによって染色体が凝縮し、同時に、先ほどの二個の中心体が移動して、核に対して互いに正反対に位置する。そのそれぞれから、染色体に付随する対になった動原体に向けて微小管が伸び、姉妹染色体は赤道面に並ぶ。（紡錘体形成）そして、中心体が斥力によって遠ざかることで、全ての姉妹染色体が2つに分かれる。

設問は「姉妹染色（分）体が確実に2つの娘細胞に分配されることを保証する分子機構」つまり，姉妹染色体が同じ娘細胞に入らないようにするために，重要な仕組みは何か？と言うことです。この記述では，その論点からズレてしまっていることに気付いて下さい。

大切な点は，複製後の姉妹染色体は（コヒーシンによって）M期中期まで連結状態が維持され，（全ての動原体に微小管が結合する）紡錘体の完成まで，姉妹染色体の分離（＝コヒーシンによる連結が解除されること）がおこらない，と言うことです。
